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5　予防の万全化を図る

■貴社の対策は万全ですか
　平成25年の労働安全衛生調査では，メンタルヘルス
対策に取り組んでいる事業所の割合は上昇しており，
以前と比べて，メンタルヘルスに関する意識が高くな
ってきています。
　一方で，同調査では過去 1年間にメンタルヘルス不
調により連続 1ヵ月以上休業または退職した労働者が
いる事業所の割合が上昇している結果も出ています。
　従って，まだまだメンタルヘルスに関する予防につ
いては不十分な面が見てとれます。
　こうしたなか，一次予防の強化を図るために，平成
27年にストレスチェック制度がスタートし，国の取り
組みとしてもメンタルヘルス対策に力を入れています。
　本稿では，最初にメンタルヘルスの現状を説明し，
精神障害の労災認定を解説します。
　また，ストレスチェック制度， 4つのケア等のメン
タルヘルスの予防策，メンタルヘルス不調者が発生し
た場合の対応を就業規則の規定例を通じて解説します。
　本稿が，皆様のメンタルヘルス対策のご参考となれ
ば幸いです。
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